
包丁という道具は、料理に
は欠かせません。作る料理に
合わせて、食材をいろいろな
形や大きさに切ることができ
ます。しかし、使い方を間違
えると、人を傷つける道具と
もなります。だからこそ、子
どもに正しく包丁を使うため
のルールを教えます。そして、
それができるように練習しま
す。そうすることによって、
正しい包丁の使い方を身に付
けます。

スマホも道具です。正しく
使うにはルールが大事です。



今やスマホを使えば、だれで
も自由に全世界に向けて発信す
ることができますし、いろいろ
な情報を受信することもできま
す。手のひらに載るサイズであ
りながら、スマホでできること
はどんどん増えています。

わからないことがあれば、す
ぐに調べられ、近くにある店を
探したり、予約したり、支払い
もできます。また、だれもが情
報を発信することができます。
将来、ユーチューバーになる夢
をもつ子どももいます。また、
コロナ感染症予防のため、非接
触が求められる中、オンライン
での授業・研修、会議などが進
められ、スマホなしでは、生活
に支障がでる状況もあります。



しかし、スマホの世界には、
悲惨で残酷なトラブルが多々あ
ります。不特定多数からの心無
いツイートが死につながったの
ではないかと思われる事案があ
ります。

スマホトラブルの事例です。

１ SNSのグループチャット
に、ちょっとした悪口を書いた
ことで、着信を拒否され、孤立
してしまった。

２ ふざけて送信した自撮りの
写真が拡散されてしまった。

３ アダルトサイトにつながり、
興味本位でクリックしたことで、
高額な請求がされた。

「ネット安全・安心ぎふコンソーシアム」HP
「トラブル事例集」より



４ 無料サイトに登録したら、
出会い系サイト等の大量メー
ルが届くようになった。サイ
トを退会してもなくならない。

５ 子どもが無料のオンライ
ンゲームで遊んでいたが、有
料と知らずにアイテムを購入
し、親の口座から多額の料金
が支払われた。

６ 通販で商品を購入したが、
サイズが合わなかった。しか
し、返品できなかった。
（ネットや電話・はがきの通
信販売は、クーリングオフが
できないことがあります。）「ネット安全・安心ぎふコンソーシアム」HP

「トラブル事例集」より



SNSや出会い系サイトを通
じて被害にあった子どもが増
えています。

現在は、高止まりの傾向で
すが、１０年前の２００８年
と比べ、小学生の被害は４倍
以上に増えています。

まだ未熟な小学生がスマホ
を持ち、スマホの恐ろしさを
知らないで、勝手に使うこと
で、こうした被害にあうこと
が危惧されます。



コロナウイルス感染症予防
のために、家にいることが増
え、我が子と過ごす時間が増
えました。しかし、スマホの
影響もあり、親子が生涯で一
緒に過ごす時間は、昔より少
なくなっているのかもしれま
せん。そして、子どもが成長
するにしたがって、一緒に過
ごす時間はどんどん少なくな
ります。

この一緒に過ごす時間があ
るうちに、家族との絆をつく
ることが何より大切です。そ
の中で、スマホのよさと怖さ
について話し合い、子どもを
被害者にも加害者にもしない
ことです。



子どもがネットトラブル
に巻き込まれないようにす
るためには、最低でも、左
の三つは、親の責任で子ど
もと確認する必要がありま
す。

これを基本として、スマ
ホを持つときに備えて、
ルールを決めておくことが
不可欠です。



この「家庭のルール例」
は、大人もやってはいけな
いことです。それは、犯罪
やマナー違反につながりま
す。



子どもにスマホをねだら
れたときに、

「スマホでやってはいけな
いことを５０言えるように
なったら買ってもいい。」

と答えた保護者がいらっ
しゃったそうです。

子どもにルールを考えさ
せることも、よい方法の一
つですね。



ネットトラブルは、いじめ、
児童ポルノ、ハラスメント、
名誉毀損、架空請求など、社
会が抱えている多くのトラブ
ルを引き起こす原因となって
います。

子どもたちがそうしたトラ
ブルに遭っているときには、
このような兆候がでます。

そんなときは、お子さんに
声をかけ、じっくりと話を聞
いてあげてください。



「ネット安全・安心ぎふコンソー
シアム」のHPでは、子どもたちを
ネットトラブルから守るために、
様々な情報を掲載しています。ぜひ
ご覧ください。講師の派遣も行って
います。
トラブルに巻き込まれないように

するには、親子で話し合い、約束を
決めて、進めていくしかありません。
ぜひ、「話そう！語ろう！わが家

の約束」運動の実践カードなどを利
用して、スマホの約束を決め、そし
て取り組み、子どもが正しいスマホ
の使い手になれるようにしていきま
しょう。

【西濃実践カード】

発達段階に応
じた実践カード。
ワード文書で
修正可能。



テレビやネットで紹介されてい
るスマホの約束があります。「ス
マホ１８の約束」で検索して、約
束づくりの参考にしてください。

「スマホの持ち主は、あくまで
お母さんよ。」から始まり、「夜
は預けること」「書き込む前に、
その言葉を直接相手に言えるか考
えること」などを約束として示し
ています。

１８番目の約束は、「スマホの
扱いに失敗したら、一度お母さん
に返して、じっくり話し合いま
しょう。そして、お互いに成長し
ていきましょう。」としています。
親子が「体験と対話」を繰り返し
て、一緒に成長していこうとして
いるのです。


